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絶
滅
危
惧
種

カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
の

保
全
活
動
が
地
域
で
活
発
！

ま
た
、
同
日
、
鬼
怒
川
の
宇
都

宮
市
平
石
地
区
で
は
カ
ワ
ラ
ノ

ギ
ク
（
絶
滅
危
惧
種
）
の
保
全
地
で

お
花
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
豚
汁
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
、
満
開
を
迎
え
た
カ
ワ
ラ
ノ
ギ

ク
の
花
の
観
賞
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
の
保
全
地
は
、
平
石

地
区
の
み
な
さ
ん
が
、
平
成
二
十

二
年
四
月
に
種
ま
き
後
、
外
来
種

の
草
取
り
等
を
行
い
カ
ワ
ラ
ノ

ギ
ク
の
生
育
地
の
保
全
と
管
理

を
し
て
い
る
場
所
で
す
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
地
域
で
の

取
り
組
み
の
輪
が
さ
ら
に
広
が

る
事
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

十
月
十
六
日
（
日
）
「
第
二
十
一
回
ポ
ピ
ー
の
種
ま

き
＆
さ
つ
ま
い
も
掘
り
大
会
」
が
鬼
怒
川(

左
岸
）

下
妻
市
の
大
形
橋
付
近
の
鬼
怒
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ

ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
来
年
の
春
に
は
き
れ
い

な
花
が
咲
く
よ
う
に｣

と
今
年
も
多
く
の
方
の
参

加
で
ポ
ピ
ー
の
種
ま
き
が
行
わ
れ
、
さ
つ
ま
芋
掘

り
で
は
大
き
な
さ
つ
ま
い
も
を
掘
り
出
す
こ
と

が
で
き
た
子
ど
も
達
の
う
れ
し
そ
う
な
笑
顔
が

た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

同
時
に
行
わ
れ
た
河
川
の
清
掃
で
は
、
た
く
さ

ん
の
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

十
月
十
五
日(

土)

、
茨
城
県
取
手
市
の
藤
代
公
民

館
に
お
い
て
第
四
十
回
ハ
ー
ブ
フ
ロ
ー
の
つ
ど
い

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
『
ハ
ー
ブ
の
種
ま
き
と
大
震
災
後
の
流
域

の
安
全
』
と
称
し
て
、
下
館
河
川
事
務
所
小
栗
調
査

課
長
に
よ
る
大
震
災
で
の
河
川
の
被
災
状
況
と
復

旧
状
況
を
は
じ
め
、
緊
急
避
難
に
つ
い
て
（
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
紹
介
）
、
防
災
意
識
の
持
ち
方
に
つ
い

て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
で
種

ま
き
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
公
演
後
に
小
貝

川
の
水
を
使
っ
た
簡
易

な
水
質
調
査
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
防
災
関
係
の

話
と
同
様
に
身
近
な
小

貝
川
に
つ
い
て
興
味
深

く
説
明
を
聞
か
れ
た
り

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
閲
覧

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大震災の状況説明

水質調査の説明

ハーブフローのつどい受講状況

！
こ
ど
も
た
ち
に
も
大
好
評
！

建
設
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
1
で

起
き
上
が
り
こ
ぼ
し
・
竹
け
ん
玉
作
り

十
月
十
六
日
（
日
）
鬼
怒
川
の
さ

く
ら
市
氏
家
で
シ
ナ
ダ
レ
ス
ズ

メ
ガ
ヤ
の
抜
き
取
り
作
業
と
、
カ

ワ
ラ
ノ
ギ
ク
の
観
察
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
カ
ワ
ラ
ノ

ギ
ク
等
の
礫
河
固
有
種
を
守
る

た
め
に
、
一
生
懸
命
に
抜
き
取
り

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
汗
を
か
い

た
後
の
勝
山
鍋
と
お
に
ぎ
り
の

お
昼
は
格
別
で
し
た
。
午
後
は
、

東
京
大
学
の
鷲
谷
先
生
や
う
じ

い
え
自
然
に
親
し
む
会
副
会
長

の
松
田
さ
ん
の
講
話
、
意
見
交
換

な
ど
が
和
気
あ
い
あ
い
の
中
行

わ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日
（
火
）
、
二
十
八

日
（
水
）
の
二
日
間
に
渡
り
、
宇
都
宮
市
と
合
同
で

河
川
敷
に
居
住
す
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の
合
同
巡
視
を

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
当
事
務
所
が
管
理
し
て
い
る
鬼
怒
川

に
お
い
て
、
沿
川
自
治
体
（
宇
都
宮
市
）
と
合
同
で

年
二
回
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

合
同
巡
視
は
、
平
成
十
四
年
に
「
ホ
ー
ム
レ
ス
の

自
立
支
援
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
制
定
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
国
と
地
方
公
共
団
体
が
相
互

の
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
支

援
等
を
促
す
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の
役
割
と
し
て
、
当
事
務
所

は
国
有
地
の
不
法
占
用
の
解
消
、
洪
水
時
に
小
屋

等
の
流
失
に
よ
る
河
川
へ
の
支
障
の
軽
減
、
本
人

の
生
命
の
危
険
等
を
説
明
・
指
導
し
、
河
川
敷
か

ら
の
退
去
を
促
し
、
併
せ
て
使
用
実
態
の
把
握
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、
沿
川
自
治
体
は
、
健
康
や
生
活
の
相
談

に
応
じ
、
自
立
支
援
を
促
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
合
同
巡
視
で
は
、
居
住
者
に
は
口
頭
及

び
文
書
で
指
導
し
、
不
在
者
に
は
文
書
を
物
件
に

貼
り
付
け
る
等
の
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

宇
都
宮
市
と
合
同
で

ホ
ー
ム
レ
ス
巡
視
を
行
い
ま
し
た

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
台
風
な
ど
に
よ
り
川

の
水
が
増
水
し
た
時
に
鬼
怒
川
・
小
貝
川
の
高
水

流
量
観
測
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
九
月
に
は
台
風
十
五
号
の
影
響
に
よ
り
、

鬼
怒
川
の
水
位
が
上
昇
し
、
鬼
怒
川
の
石
井
（
右
）

水
位
観
測
所
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
で
は
避
難
判
断

水
位
を
超
え
る
大
き
な
出
水
と
な
り
、
こ
の
観
測

所
近
隣
の
鬼
怒
橋
に
お
い
て
河
川
の
洪
水
時
の
流

量
を
観
測
す
る
高
水
流
量
観
測
を
実
施
し
ま
し
た

河
川
の
流
量
は
直
接
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
河
川
の
流
速
を
計
測
し
、
そ
れ
に
断
面

積
を
乗
じ
て
流
量
を
算
出
し
ま
す
。

ま
た
、
A
D
C
P(

超
音
波
流
速
計
）
を
用
い

た
流
量
観
測
の
高
度
化
に
向
け
た
調
査
も
同
時
に

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

台
風
で
高
水
流
量
観
測
を

実
施
し
ま
し
た

花
と
一
万
人
の
会
で

秋
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

第
四
十
回

ハ
ー
ブ
フ
ロ
ー
の
つ
ど
い

川
の
流
量
観
測
で
得
ら

れ
る
デ
ー
タ
は
、
河
川
計
画

の
立
案
や
洪
水
予
報
等
に

生
か
さ
れ
て
い
く
、
河
川

管
理
の
基
本
を
な
す
重
要

な
も
の
で
す
。

ADCP(超音波流速計）を用いた流量観測調査

高水流量観測実施状況

居住者に自立に向けた指導

河川敷使用実態の把握

起き上がりこぼし作成

宇都宮市平石地区

さくら市氏家のカワラノギクの生育地

ポピーの種まき

さつまいも堀り

建設機械に触れて

データ送信

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
三
日
（
日
）
に
、
茨
城

県
ひ
た
ち
な
か
市
に
お
い
て
、
県
内
の
公
共
団
体

や
建
設
産
業
に
関
連
す
る
各
種
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、

特
に
次
代
を
担
う
子
供
に
生
活
・
社
会
基
盤
の
整

備
を
担
う
建
設
事
業
に
対
す
る
理
解
と
建
設
産
業

の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
茨
城
県
の

《
建
設
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
》
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

下
館
河
川
事
務
所
か
ら
は
、
「
伐
採
木
の
利
活

用
」
を
紹
介
・
展
示
し
、
「
起
き
上
が
り
こ
ぼ
し
と

竹
け
ん
玉
」
作
り
を
体
験
し
て
も
ら
い
子
供
達
に

大
好
評
で
し
た
。

十
二
月
四
日
（
日
）
九
時
三
〇
分
か
ら
筑
西
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
昭
和
六
十
一

年
の
小
貝
川
水
害
か
ら
二
十
五
年
が
経
過
し
た

い
ま
、
当
時
の
惨
事
の
状
況
を
振
り
返
り
、
経

験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
未
来
に
引
き
継
ぎ
、

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災

と
絡
め
て
、
日
頃
の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
式
典
を
開
催
し
ま
す
。
当
時
最
前
線

で
ご
苦
労
さ
れ
た
方
々
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
、
基
調
講
演
等
を
行
う
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

大
人
の
方
に
も
エ
コ
と
懐
か
し

さ
か
ら
関
心
も
多
く
、
伐
採
木
の

利
活
用
の
取
組
み
を
紹
介
す
る

良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
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体
（
宇
都
宮
市
）
と
合
同
で

年
二
回
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

合
同
巡
視
は
、
平
成
十
四
年
に
「
ホ
ー
ム
レ
ス
の

自
立
支
援
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
制
定
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
国
と
地
方
公
共
団
体
が
相
互

の
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
支

援
等
を
促
す
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の
役
割
と
し
て
、
当
事
務
所

は
国
有
地
の
不
法
占
用
の
解
消
、
洪
水
時
に
小
屋

等
の
流
失
に
よ
る
河
川
へ
の
支
障
の
軽
減
、
本
人

の
生
命
の
危
険
等
を
説
明
・
指
導
し
、
河
川
敷
か

ら
の
退
去
を
促
し
、
併
せ
て
使
用
実
態
の
把
握
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、
沿
川
自
治
体
は
、
健
康
や
生
活
の
相
談

に
応
じ
、
自
立
支
援
を
促
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
合
同
巡
視
で
は
、
居
住
者
に
は
口
頭
及

び
文
書
で
指
導
し
、
不
在
者
に
は
文
書
を
物
件
に

貼
り
付
け
る
等
の
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

宇
都
宮
市
と
合
同
で

ホ
ー
ム
レ
ス
巡
視
を
行
い
ま
し
た

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
台
風
な
ど
に
よ
り
川

の
水
が
増
水
し
た
時
に
鬼
怒
川
・
小
貝
川
の
高
水

流
量
観
測
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
九
月
に
は
台
風
十
五
号
の
影
響
に
よ
り
、

鬼
怒
川
の
水
位
が
上
昇
し
、
鬼
怒
川
の
石
井
（
右
）

水
位
観
測
所
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
で
は
避
難
判
断

水
位
を
超
え
る
大
き
な
出
水
と
な
り
、
こ
の
観
測

所
近
隣
の
鬼
怒
橋
に
お
い
て
河
川
の
洪
水
時
の
流

量
を
観
測
す
る
高
水
流
量
観
測
を
実
施
し
ま
し
た

河
川
の
流
量
は
直
接
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
河
川
の
流
速
を
計
測
し
、
そ
れ
に
断
面

積
を
乗
じ
て
流
量
を
算
出
し
ま
す
。

ま
た
、
A
D
C
P(

超
音
波
流
速
計
）
を
用
い

た
流
量
観
測
の
高
度
化
に
向
け
た
調
査
も
同
時
に

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

台
風
で
高
水
流
量
観
測
を

実
施
し
ま
し
た

花
と
一
万
人
の
会
で

秋
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

第
四
十
回

ハ
ー
ブ
フ
ロ
ー
の
つ
ど
い

川
の
流
量
観
測
で
得
ら

れ
る
デ
ー
タ
は
、
河
川
計
画

の
立
案
や
洪
水
予
報
等
に

生
か
さ
れ
て
い
く
、
河
川

管
理
の
基
本
を
な
す
重
要

な
も
の
で
す
。

ADCP(超音波流速計）を用いた流量観測調査

高水流量観測実施状況

居住者に自立に向けた指導

河川敷使用実態の把握

起き上がりこぼし作成

宇都宮市平石地区

さくら市氏家のカワラノギクの生育地

ポピーの種まき

さつまいも堀り

建設機械に触れて

データ送信

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
三
日
（
日
）
に
、
茨
城

県
ひ
た
ち
な
か
市
に
お
い
て
、
県
内
の
公
共
団
体

や
建
設
産
業
に
関
連
す
る
各
種
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、

特
に
次
代
を
担
う
子
供
に
生
活
・
社
会
基
盤
の
整

備
を
担
う
建
設
事
業
に
対
す
る
理
解
と
建
設
産
業

の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
茨
城
県
の

《
建
設
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
》
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

下
館
河
川
事
務
所
か
ら
は
、
「
伐
採
木
の
利
活

用
」
を
紹
介
・
展
示
し
、
「
起
き
上
が
り
こ
ぼ
し
と

竹
け
ん
玉
」
作
り
を
体
験
し
て
も
ら
い
子
供
達
に

大
好
評
で
し
た
。

十
二
月
四
日
（
日
）
九
時
三
〇
分
か
ら
筑
西
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
昭
和
六
十
一

年
の
小
貝
川
水
害
か
ら
二
十
五
年
が
経
過
し
た

い
ま
、
当
時
の
惨
事
の
状
況
を
振
り
返
り
、
経

験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
未
来
に
引
き
継
ぎ
、

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災

と
絡
め
て
、
日
頃
の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
式
典
を
開
催
し
ま
す
。
当
時
最
前
線

で
ご
苦
労
さ
れ
た
方
々
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
、
基
調
講
演
等
を
行
う
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

大
人
の
方
に
も
エ
コ
と
懐
か
し

さ
か
ら
関
心
も
多
く
、
伐
採
木
の

利
活
用
の
取
組
み
を
紹
介
す
る

良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

竹けん玉


